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燃料 原料A〜Z

■栄長研究室が世界に先駆け研究開発を進めてきた【ダイヤモンド電極】を中心に据え、

　CO₂をギ酸（HCOOH）へ変換する技術　が本ビジネスの核

温暖化物質である CO₂を資源として循環利用する画期的な取り組み



© 2025  Office of Innovation and Entrepreneurship, Keio University

●CO2と水を原料として、化石燃料を必要とせず CO2から直接ギ酸を電気分解
で生成できる

●ギ酸は常温で液体であるため取り扱い・貯蔵・輸送が容易

選択性100％（ダイヤモンド電極）
電解効率約100％（ダイヤモンド電極）
卓越した耐久性（ダイヤモンド）

●実用化・事業化に向けた課題とその解決方法が明確

事業としての優位性
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ギ酸とは何か？

これまで 現在

皮なめし

HCOOHはニッチな化合物

家畜の飼料保存料

■皮なめし

　　　皮　→ 　革　に変わる

■動物飼料の保存料

■石油由来製品からの副

産物

■市場も小さく、特定用途

に用いられる

■ ギ酸の市場規模はおよそ  1.4 
billion USD (2025),であり今後
も堅調に成長する

■ 今なお化石燃料由来の製法で

製造、高い CO2負荷が課題とな
る
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ギ酸のニーズ

ギ酸をつかう

ギ酸

C1ケミストリー
エネルギー

主な企業像 家具、鞄、タンナー、試薬 化学メーカー・電子材メーカー
エネルギー企業

エネルギー関連、  CO₂排
出企業

ギ酸は中間体 CO₂削減が目的

高まるニーズ

■ 顧客候補企業のヒアリング結果を通じて３つのニーズ・ペインがあることが分かった。

■ そして大きなペインがあるのが「CO₂削減」ニーズであることが分かった。
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ギ酸（HCOOH）とは何か？

常温で
液体

保管が容易

■ 液化天然ガスは-162°で液体
化

■ 濃度が85％質量以下であれ
ば毒物に該当しない。

■ 高圧ガス・危険物に該当せず
保管が容易

炭素キャリア
＆

水素キャリア

■ 再生可能エネルギーの議論
では、グリーン水素をどう供
給するかが議論になる
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ダイヤモンド電極
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ダイヤモンド電極
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ダイヤモンド電極

CO2からのギ酸製造

日経産業新聞 2018年2月22
日

Angew. Chem. Int. Ed. 57, 2639 (2018).

CO2 + 2H+ + 2e− ➝ HCOOH（ギ酸）

ダイヤモンド
電極

電解効率（ファラデー効率） 95％

CO2
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戦略構想

これから

CO₂

HCOOH

CH₃OH
(E-Methanol)

C₂H₅OH

A

B

C

ダイヤモンド電極による
電気分解

■優れた輸送性と保管性（常温で液体）
■多くの人にとっては、見落としていた化合物

C1 ケミストリー

【ギ酸】をゲートウェイに据え、CO₂循環からC1ケミストリーへと展開していく
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オンサイト循環モデル

CO₂ 排気 BDD

ギ酸

化合物  X

Renewable 
Energy

■ 工場から排出されるCO₂ を捉えて、BDDで電気分解を速やかに実施する (低コスト, 輸送不要)。
■ 再生可能エネルギーを用いて電気分解を行う（優れた環境性）
■ 用途に応じて、ギ酸を化合物Xに転換する
■ CO₂循環を工場内で実現する、【オンサイト循環モデル】


